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矯正歯科治療におけるレントゲン画像自動認識および顔形態予測AIシステムの開発

●

従来、矯正歯科治療後の顔変化の予測は、頭部X線規格写真(セファログラム)
に写し出された矯正前の患者の硬組織(歯骨格)と軟組織(筋肉及び皮膚)のプロフ
ァイルに基づいて行われている。二次元のセファロ画像上で硬組織を移動させる
と、それに追従して軟組織も比例して移動する等の画像処理表示を行うことで、
治療後の側貌を可視化してシミュレーションするソフトウェアが普及している。
しかし、そういったソフトウェアは誤った前提をもとに成り立っているものも存
在するため、右表の通り精度が悪いモデルである。
本プロジェクトの目的は科学的根拠に基づいた正確なシミュレーション、三次元シミュレーションするこ
とであり、その実現のため顔へのメッシュフィッテイング、AIによる推定を行った。

患者は見た目の変化を最も気にしている。治療後の
顔の形態の変化をシミュレーションする方法について
過去に報告はなかったが、本システムで実現している。

主要な対象疾患　　　不正咬合・顎変形症
対象疾患患者数　　　国内6,000,000人　　世界42,000,000人
特許出願　　　　　　PCT出願済み
関連研究掲載・受賞　・Scientific reports (Sci Rep 11, 15853(2021)
　　　　　　　　　　・2018年日本矯正歯科学会優秀発表賞
　　　　　　　　　　・INNOVATINO AWARD FOR EXCELLENCE IN ORTHODONTICS RESEARCH (2019)
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結果 それぞれのケースの誤差 誤差

精度がよい

セファロ写真から自動でランドマークを識別する
AIと軟組織のシミュレーションを行う。


